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【お問い合わせ】 弁護士法人青森リーガルサービス 代表社員弁護士：木村哲也 
電話番号 ０１２０－１４６－１１１ 受付時間：午前９時～午後５時    青森県弁護士会所属 

青森支店【青森シティ法律事務所】        八戸本店【八戸シティ法律事務所】 
〒030-082２ 青森市中央１丁目１番２９号 青森日商連中央ビル２階 〒031-0042 八戸市十三日町１ ヴィアノヴァ６階 

当事務所では、お付き合いいただいている皆様に向けて、法律関

連のニュースや当事務所の近況などを、定期的にニュースレターとし

てお送りさせていただいております。当事務所の近況やご挨拶のほ

か、少しでもお役に立てる情報をお届けできればと思っております。 
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熟年離婚とは、結婚期間が長い夫婦の離婚のことです。当事務所では、熟年離婚に関

するご相談・ご依頼をお受けすることがしばしばございます。今回のニュースレターで

は、熟年離婚の特徴と必要な準備について、ご説明いたします。 

１ 熟年離婚の特徴 

    熟年離婚では、結婚期間が長いために財産分与の対象となる財産が多く、財産分与

が高額となる傾向にあります。また、長い結婚期間の中で不貞行為（不倫・浮気）、Ｄ

Ｖ（配偶者暴力）、モラハラ（精神的虐待）が行われるケースがありますが、十分な証

拠が残っていない場合も少なくありません。 

  ２ 熟年離婚で揉めるケース 

    熟年離婚では、従前どおりの夫婦関係の継続にこだわり、相手方が離婚に応じよう

としないケースがあります。また、親または自身の介護に対する不安、老後の生活に

対する不安などから、離婚を拒むという場合もあります。相手方が頑なに離婚を拒否

するために裁判などになる例も散見されます。さらに、高額の財産分与をめぐって対

立し、離婚自体または離婚する場合の財産分与が争いになることも多いです。 

３ 熟年離婚と財産分与 

    前述のとおり、熟年離婚では長い結婚期間中に形成させた財産が多く、財産分与が

高額化する傾向にあります。財産分与の対象となる財産としては、預貯金、生命保険、

株式・投資信託、不動産、退職金など、様々なものが考えられます。これらの財産が

結婚期間中に多く形成され、また老後に備えて多く蓄えられている例が多いのです。 

  ４ 熟年離婚において必要な準備 

    相手方が離婚を拒否する場合、裁判で離婚が認められるためには、①不貞行為、②

悪意の遺棄、③３年以上の生死不明、④配偶者が強度の精神病にかかり回復の見込み

がないこと、⑤その他婚姻を継続し難い重大な事由という法律上の離婚原因のいずれ

かに該当する必要があります。この点、不貞行為などの証拠が確保できればよいので

すが、法律上の離婚原因および証拠に乏しい場合に備え、まずは別居するという対策

が考えられます。長期間の別居が継続し、夫婦関係が破たんしていると認められれば、

上記⑤その他婚姻を継続し難い重大な事由に該当し得るためです。また、財産分与に

備えて相手方の財産の調査・証拠確保、離婚後の生計の検討などが必要でしょう。 

５ 弁護士にご相談ください 

熟年離婚では揉めるケースも少なくありませんし、離婚後の生活に不安をお持ちの

方もいらっしゃると存じます。皆様の周りに熟年離婚についてお困りの方がいらっし

ゃいましたら、当事務所をご紹介ください。 
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